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APU 学生らによる活発な震災支援 

「被災地のために何かしたい！」 
 

立命館アジア太平洋大学（APU）の学生の震災支援活動についてお知らせします。 

4 月 14 日(木)に起きた地震翌日から本学学生有志が募金活動を始めました。その後も別府駅等で募金活動を行

い、21 日(木)には学生団体「KOKOKARA」、「Go to Kumamoto」、「Move for Kyushu」の 3団体が協力し、別府の店

舗や市民の皆様に、支援物資や支援金の協力を要請しました。その結果、多くの支援物資等が集まりました。本

日 22 日(金)は、集まった物資の仕分けや現地で必要とされている物品の買い出し等を行い、先に熊本に向かっ

た同団体メンバーや新たにこの活動に加わった学生団体「Information Beppu」に続いて、今夜第 2 弾として、

熊本県の被災地に届ける予定です。 

【代表者コメント】 

「KOKOKARA」代表 今井紫園（いまいしおん）さん(アジア太平洋学部 3回生)：「私たち KOKOKARA はこれまで 1

年近く、東日本大震災の被災地と被災者の方と関わってきました。そして今回、この経験を少しでも活かせるの

ではと思い、同じ復興を目的に活動している学生たちと手を取り、協力していこうと考えました。被災地のみな

さんが少しでも早く笑顔を取り戻せるように、APU の学生だからこそできること、APU の学生にしかできないこ

とをしていきたいと思っています。」 

「Go to Kumamoto」代表 坂口健心（さかぐちけんしん）さん（国際経営学部 1回生）：「16 日の阿蘇を震源とす

る本震の後、すぐに 3人のメンバーで熊本の被災地に行きました。現地では支援物資の搬入、ボランティア活動、

メディア発信を行いました。「単純に何か被災地のためにしたい。少しでも力になりたい。隣の県にいて動ける身

なのに行かない理由がない」―率直にそう思ったので今回の活動を始めました。目標としては、被災地の復興、

それだけです。力を合わせて長期的に、精力的に活動していこうと思います。」 
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左：集まった支援物資と学生 

右：集まったタオルやティッシュなど 
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